
R3年度予算額約75億円

〇この補助金は既存建築物省エネ化推進事業 国土交通省が行う補助事業です。

●補助率：対象費用の3分の1以下（日射フイルムは6分の1）

●補助上限：5千万円以下（設備費用2.5千万円以下）、事業費5百万円以上（省エネ改修とバリアフリー改修合算）

バイアフリー改修工事2.5千万円以下（設備と換算し上限7.5千万円で単独改修は不可）

●公募開始：令和3年4月19日(月)～令和3年5月26日(水)　　※消印有効

●事業期間：原則単年度事業。

●対象業種：建築主（ESCO事業者、リース事業者、エネルギーサービス事業者）

●建物の用途：オフィスビル等（工場、倉庫などは対象外）

●条件：建物全体で20％以上の削減が見込まれる、BELS表示必須。

●採択：8月頃

●実績報告：完了後30日以内か2月10日どちらか早い日

●対象経費：躯体改修必須（割合制限なし）、設備費、工事費用、バリアフリーなど

●対象外経費：処分費用、諸経費、消費税など（工事諸経費は対象）

●補助対象設備一部

●事業スキーム

国土交通省

省エネ設備更新補助金（既存建築物補助金）
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【申請代行者】 施工会社

・応募申請

・交付申請

・実績報告

・事業報告

躯体改修・設備工事

補助金3分の1以下

申請依頼

省エネ化を指示

ボイラー

●提案書作成・申請書作成

給湯器 エレベーター
グラスウール


